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図8-4.9(2)地 層想定断面図 (B一 B'断面 ) 対象事業実施L域
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図 8-4,9(3)地 層想定断面図 (C― C'断面 )
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図 8-4.9(4)地
'習

想定断面図 (D一D'断 面)
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図 8-4.9(5)地 層想定断面図 (E― E'断面 )
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(イ )地下水の流動系の状況
a 水文地質状況
(a)文献調査結果
i 関東地下水盆における水文地質構造

事業実施区域が位置する上総丘陵には先に述べたように、新生代第二紀鮮新

世から第四紀更新世中期に形成 された砂岩、泥岩などの堆積岩で構成 されてい

る。これ らの地層は透水層と難透水層が幾重にも組み合わさつて構成 され、地

下水の容れものとなっている。この容れものは、関東地下水ぬと呼ばれている。

関東地下水盆の地下構造図は、図 8-4.10に 示すとお り、最下層より中新統

～鮮新統の三浦層群、上総層群、下総層群下部及び下総層群上部層 となってい

る。関東地下水盆の中心は、東京湾底の下都およそ 3,000m以 深に位置する。

これらの地層群はそれぞれで地下水流動系を構成 している。

ここで述べる上総層群は黒滝不整合～東京湾不整合面までを構成す る地層

群を示 し、主に深い海で堆積 した堆積物で構成されている。その上位にある下

総層群下部層は主に浅い海で堆積 した堆積物で、下総層群上部層は主に内湾ま

たは湖で堆積 した堆積物で構成 されている。これ らの地層群は、東京湾に向か

つて傾斜 している。

関東地下水盆における上総層群中の地下水は、東京ガス田、船橋ガス田、千

葉ガス田、茂原ガス田などのように天然ガスを産出する。

武腺と,歯 tと 東 章 i増 下緯脅地 キ 去ギ洋
――´ヽ‐――…→好^―――― 一―́単‐…

0子

HテOOOt

2,aむ oこ

a,oolo・

菓〔ヨ・‐‐お層 史斬縦 +最上 B田更補滅 下鶴職群上斜 下絡欄群下郵

出典 :「 アーバンクボタ 27地 下水 J
(1988年 3月 株式会社 クボタ)

図 8-4.10 関東地下水盆の地下構造図

ii 関東地下水盆における地下水流動

関東地下水盆は、東西ほぼ 100km、 南北ほぼ 150km、 深 さ 3,000m以 上の規模

を持っている。地下水盆中の地下水は、地下水盆の水文地質構造の規制を受け

つつ、地下水ポテンシャル (=重カポテンシャル十圧カポテンシャル)の 高い

方から低い方へ向かつて流動する。この概念はヒューバー ト(1940)と トス

(1963)の 理論的に導かれたモデル (図 8-4.H(p.8-429))に より、局所的流
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動系、中間的流動系、広域的流動系に区分される (表 8-4.4)。 したがって、
ある地域を対象 とした場合、広域的流動系に中間的流動系が重なり、中間的流

動系に局所的流動系が重なっていることになる。各流動系において、地下水位

の高い領域 と低い領域が現れる。地下水位の高い領域は地下水の涵養域とな り、

低い領域は地下水の流出域 となる。

分ホ拝
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71000
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出典 :「 地下水バ ン ドブ ック第 6刷 J

(昭 和 60年 1月 10日  脚建設産業調査会 )

地下水面に起伏のある場合の流線 (ト スのモデル (1963))図 8-4.11

表 8-4,4 地下水の流動系
流動系 流動の規模 帯水層単位 特  徴

局所的流動系 数 100m 部 層 局所地形 (谷 ・沢等)に規制 される。

中間的流動系 数 km 累 層 地域の打川などに規制される。

広域的流動系 数 10km 層 群 地下水盆の構造に規制 される。

流動系の整理結果をもとに、関東地下水盆の地下水流動をみると以下となる。

広域的流動系としての関東地下水盆の地下水位は、埼玉県南部で最も低 く、

多摩丘陵や上総丘陵に向かつて地下水位の高い地域が分布 している (図 8-
4.12(p.84-30))。 多摩丘陵や上総丘陵は地下水の涵養域 となる。なお、埼玉

県南部の水位低下域は、大量の地下水揚水に起因して生 じた現象である。

事業実施区域は房総半島南部の上総丘陵に位置 し、地下水位の高い地域であ

り、東京湾岸部に向かつて地下水位が低くなる。地下水流動方向は、おおむね

南束から北西方向である。
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出典 :「 千葉県公害研究所研究報告 第 W巻 第 2号 J(1983)(一 部加筆 )

図 8-4.12 広域的流動系としての関東地下水盆における地下水位分布図

房総半島の上総丘陵から東京湾岸部にかけての地下水に関しては、
「地下水

適正利用量調査報告書―千葉中部地区 」 (1982)よ り、地下水位は東京湾岸部で

低 く、房総半島の上総丘陵地域に向かつて高くなつている。事業実施区域及び

その周辺では北～北北西に向かつて地下水位が低 くなつていることから、事業
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実施区域及びその周辺を起点として流動方向をみると北～北北西へ流動 して

いる。この北～北北西の流動は図 8-4.12に 示す流動方向と同様であり広域的
流動 (関東地下水盆の中心 (埼玉県南部)に 向か う流動 )と 考えられる。また、

小櫃川付近では周囲よりも地下水位が低い状態であり、丘陵部から河川部への

地下水の流動が認められる。この流動は事業実施区域 と小櫃川付近との関係か

らみると、数 kmの距離関係があるので、中間的流動が生 じていると考えられ

る。

事業実施区域は標高 200m程度の丘陵部に位置 し、丘陵部を刻む標高 160m

程度の御腹川及びそれに流入する多数の枝沢から構成 されている。事業実施区

域における地下水の流動方向は、梅 ヶ瀬層の傾斜方向である北北西から北西を

示すが、河川沿いの崖錐により不連続 となる箇所では河川に向かって地下水が

流出す る。 このように崖錐等の地形に規制される地下水流動は局所的流動であ

る。

Ｎ

↑

√L 御!

● 久程r要11也ぼ

○ 対象 事業英施瓜城

― 地 下水位得講i繰 〔mユ
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小糸 ,II

出典 :「 地下水適正利用量調査報告書一千葉県中部地区 (1982)」 (一部加筆)

図 8-4.13 事業実施区域 を含む関東地下水盆南部における地下水位分布図
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(b)現地調査結果
i.事 業実施区域周辺部における帯水層区分

先に表 8-4.1(p.8410)で 示 した地層区分の岩相記載より、表 8-4.5
のとお り各地層区分の透水性の言T価 を示づ。司子業実施区域及びその周辺地域の

国本層及び梅ヶ瀬層では、3つ の透水層と 4つの難透水層が互層 している。

また、既存文献 (高村,1976)に よると、養老川沿いの梅ヶ瀬層砂岩層の透

水係数は 2.2X106～ 6.9× 105m/秒 、国本層の砂岩層は 1.1× 105～ 1.lx 104

m/秒、柿ノ木台層は 1.1× 108～ 3.8X105m/秒 で、事業実施区域付近では国本

層の透水性が良い。

表 8-4.5 事業実施区域及びその周辺地域における透水性評価
地層名 透水性

国本層

砂勝砂岩泥岩互層 透水性が良い

塊状砂質泥岩層 透水性が悪い

砂勝砂岩泥岩互層 透水性が良い

塊状砂質泥岩層 透水性が悪い

梅ヶ瀬層

上部層 透水性が悪い

中部層 透水性が良い

下部層 透水性が悪い

ii.事業実施区域における帯水層区分

事業実施区域の地質分布状況は、図 8-4.8(p.8420)で 示 したとお りで

ある。また、地層区分 と分布状況については、表 8-4.3(p.8421)で 示 し

たとお りである。

このうち、三梨ほか (1959)及び千葉県企画部編集 (1989)の 岩層区分表 (表

8-4.1(p.8410))と 比較すると、梅ヶ瀬層中部層は Alt2層及び Ms3層 、

梅ヶ瀬層上部層は Altl層 、Ms2層 、Ss2層及び Msl層 となる。 さらに、梅ヶ瀬

層上部層は、Ssl層 、火山灰層 U2を挟む MsO層 、上位の SsO層 を梅ヶ瀬層最上

部層 として糸H分 した。

これらの地層の特徴 と透水試験結果より、事業実施区域に分布 している地層

の透水性について、表 8-4,6(p.8433)の とお り評価 した。

以上のことより事業実施区域に分布 している梅 ヶ瀬層中部層及び上部層で

透水性が悪く、最上部層で透水性が良いと評価 した。
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地層区分名 透水性 透水係数等

沖積層 Dt 崖錐堆積物

梅 ヶ頑層最上部層

Ss0 砂岩優勢層 0 透水性が良い No.1で のみ確認

MsO 泥岩優勢層 0 透水性が悪い

Ssl 砂岩優勢層 2 透水性が良い No,1で のみ確認

梅 ヶ瀬層上部層

Msl 泥岩優勢層 1 透水性が悪い

Ss2 砂岩優勢層 2 透水性が良い

Ms2 泥岩優勢層 2 透水性が悪い

Altl 砂岩泥岩互層 1 透水性が悪い 2,49～ 727× 107m/秒

梅 ヶ瀬層中部層
Ms3 泥岩優勢層 3 透水性が悪い 456× 10 1lm/秒

Alt2 砂岩泥岩互層 2 透水性が悪い 835× 107～ 1,76X106m/秒

表 8-4.6 事業実施区域における透水性評価

ili 地下水位

事業実施区域で実施 した地質ボー リング調査において、掘削中の孔内水位に

ついて、表 8-4.7(1)に示す。
事業実施区域内において最上位の地層で、透水性の良い Ssl層 (梅 ヶ瀬層最
上部層)では、掘削中水位が確認 されたが、掘削後水位が確認 されなかったこ
とから、連続 した広域的な地下水でなく、局所的に宙水として存在 していたも

のと考えられる。

また、地質ボー リング掘削孔を利用 して、観測井戸を設置 し、平成 24年 2
月から平成 25年 1月 までの 1年間、地下水位観測を実施 した。その結果を表
8-4. 7(2) (p.8-4-34)イ こ万R―ナ。

表 8-4.7(1)地 質ボー リング掘削孔の水位 (掘削中)
地点名 孔内水位の状況 (掘削中)

No l
掘削中の孔内水は、最上部の Msl層 上盤で宙水的な水位が観測 されたが、掘
削後の水位観測では水位なしであった。

No.2 掘削後の水位観測では、水位は GL-4,78mで あった。

No.3 掘削後の水位観測では水位なしであった。

N。 .4 掘削後の水位観測では水位なしであった。

No.5 掘削後の水位観測によって、Gし -1.93mに 水位が確認された。

No.6 掘削後の水位観測では、GL-0.62mに 水位が確認された。

出典 :「 君津環境整備センター三期計画に係る地質調査報告書」 (平成 24年 3月 中央開発株式会社 )
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地点名 帯水層 孔内水位の状況 (観測井戸 )

No.1 梅ヶ瀬層上部層 Ss2

梅ヶ瀬層上部層 Ms2

期間を通 じて水位が観測 されなかつた。

No.2
降水量と連動 した水位の変動が確認 される。降雨による

水位の「 昇は 1～ 2m程 度である。

No.3 梅ヶ瀬層上部層 Altl 期間を通 じて水位が観測されなかつた。

No.4 梅ヶ瀬層中部層 Ms3 期間を通 じて水位が観測 されなかつた。

No.5 梅ヶ瀬層上部層 Ahl
降雨による影響は見 られず安定 した水位変動を示 して

いる。なお、測定開始時期に水位の上昇は観狽1井設置に

よる優乱と考えられる。

No.6 梅ヶ頑層上部層 Altl
降雨による影響は見 られず安定 した水位変動を示 し て

いる。

表 8-4.7(2)地 質ボー リング掘削孔の水位 (観測井戸 )

出典 :「 君津環境整備センター三期計画に係る地質調査報告書」 (平成 24年 3月 中央開発株式会社 )

W 地下水質
地下水の水質調査は、地下水が観狽1さ れたボー リング孔 (No.2、 No.5、 No.6)

について、平成 23年 2月 に行つた。観狽1地点の位置は図 8-4.14(p.8435)

に示す とお りであるυ

分析項 目は、「千葉県廃棄物処理施設の設置及び維持管理に関する指導要綱

集J(平成 23年 千葉県環境生活部廃棄物指導課)に示 されている地下水の水

質監視用検査項 目の 33項 目とした。

分析結果は、表 8-4.8(p.8436)に示す とお りであり、すべての項 目が環

境基準以 卜であつた。

地下水位が観測された 3地点で地下水の電気伝導度を平成 24年 2月 から平

成 25年 1月 までの 1年 間、月 1回簡易測定 した。その結果を表 8-4.9

(p.8436)に 示す。
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表 8-4.8 地下水水質分析結果一覧表

注)環境基準 :地 下水の水質汚濁に係る環境基準について 平成 9年 3月 13日  環境庁告示第 10号

表 8-4.9 地下水水質分析結果一覧表
地点名 孔内水質の状況 (観測井戸 )

No.2 電気伝導度は 10ms/m前 後の低い数値で変動 していた。

No.5 電気伝導度は 10ms/m前 後の低い数値で変動 していた。

No.6 電気伝導度は 10～ 14mS/mの 低い数値で変動 していた。

出典 :「君津環境整備センター三期計画に係る地質調査報告書」(平成 24年 3月 中央開
ア兆(株式会社 )

番 号 分析項 目 単位
調査地点

環境基準
No.2 No 5 No 6

1 水索イオン濃度指数 (コ II)

生物化学的酸素要求量 (80υ )

化学的酸素要求量 (COD)

65 67 66

2 mg/L (0.5 く0 5 く0.5

3 mg/L 1.8 1,7 25

4 塩化物イオン

電気伝導度

mg/L 7,0 63 7.0

5 mS/m 10. 1 96 10

6 全 シア ン

鉛

mg/し 〈0 1

0 002

〈0. 1

く0 001

〈0 1 不検出

7 mg/L 0 002 0,01

8 六価クロム mg/L (0.005 く0 005 く0 005 0.05

9 砒 素 mg/L く0.001 〈0 001 〈0 001

〈0 008

0 01

10 ふ っ素 mg/L 〈0,008

(0.0005

(0.008 0.3

11 総水銀

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素

mg/L (0,0005 (0 0005 0`0005

12 mg/L 0.09 0 29 0.12

〈0 0003

10

13 カ ドミウム

ほ う素

mg/L 〈0 0003 〈0.0003

く0 1

0 003

14 mg/L 〈0.1 〈0,1 1

15 PCB

トリクロロエチ レン

mg/L

mg/L

(0.0005

〈0,002

く0.0005

く0,002

〈0.0005 不検出

16 〈0,002 0 03

17 テ トラクロロエチ レン mg/L 〈0,0005 〈0.0005 〈0 0005 0.01

18

19

ジクロロメタン 阻g/L 〈0 002 (0.002 〈0 002 0 02

四塩化炭素 mg/L 〈0.0002 く0 0002 く0.0002 0.002

20 1,2-ジ クロロエ タン mg/L く0.0004 く0 0004 〈0 0004 0.004

21 1,1ジ クロロ〕_テ レン

シス 1,2ジ クロロエチ レン

ng/L

mg/L

(0.002

く0,002

〈0 0006

(0.002 (0 002 01

22 〈0 002 〈0.002 0 04

23 1,1,1 トリクロロエタン mg/し 〈0.0005 〈0.0005 1

24 1,1,2ト リクロロエ タン mg/L 〈0 0006 く0.0006 〈0 0006 0.006

25 1,3ジ クロロプロペン mg/L 〈0.0002 〈0 0002 く0 0002 0.002

26 チウラム

シマジン

ng/L 〈0.0006 〈0 0006 〈0 0006 0,006

27

28

mg/L 〈0,0003

く0 002

〈0 0003 〈0.0003 0.003

チオベンカルブ ng/L (0 002 (0 002 0,02

29 ベ ン ゼ ン mg/し く0 001 〈0,001 〈0 001 0,01

30 セ レン mg/L 〈0.001 〈0 001 〈0 001 0,01

31 アル キル水銀 mg/L 〈0,002 〈0 002 く0.002

(0,002

不検出

0 00232 塩化 ビニルモ ノマー mg/L く0 002 〈0.002

〈0,00533 1,4ジオキサン mg/L く0.005 〈0 005 0.05
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(ウ )社会環境
a.地下水の取水の状況
(a)文献調査結果
事業実施区域を含む周辺地域では、上総層群及び下総層群下部に地下水が分

布 している。これ らの地下水は、小櫃川、小糸川、養老川沿いの沖積低地及び

丘陵地で飲料用及び農業用 として利用 されてお り、いわゆる “上総掘 り"の 井
戸が多数分布 している。

また、東京湾岸部の埋立地では工業用水として利用されている井戸も多数分

布 している。

この うち、小櫃川沿いに位置 している久留里では、深度 400～ 600mの 自噴井
戸があることで知られている。これ らの自噴井戸の地下水はおおむね柿ノ木台

層下部の砂岩から国本層の砂岩層 と想定されている (千葉県の自然誌 本編 2)。

「地下水資料台帳データ」 (国 土交通省国土政策局国土情報課)に は、君津
市で 85件、市原市で 273件 登録 されている。これ ら登録 されている井戸の使
用用途を表 8-4.10に 示す。また、「工業用水法」、「建築物用地下水の採取の
規制に関する法律」及び 「千葉県環境保全条例」の地下水採取許可を得ている

井戸の稼働井戸本数及び用途別地下水揚水量を表 8-4.Hに 示す。

表 8-4。 10 事業実施区域及び周辺地域における地下水利用状況

出典 :「 地下水資料台帳データ」 (国 土交通省国土政策局国土情報課 )

表 8-4.H 平成 24年度地下水揚水量
(単位 :ず /日 )

出典 :「 地下水資料台帳データ」 (国 上交通省国土政策局国土情報課 )

(b)現地調査結果
事業実施区域周辺における地下水の利用状況は、君津市役所への聞き取 りや

現地確認等を行い、データ収集を行つた。

事業実施 区域周辺における井戸の諸元を表 8-4.12(p.8438)及 び表 8-
4,13(1),(2)(p.8438,39)に 、井戸の位置を図 8-4.15(p.8441,42)に 示
す (「 上総周辺地区井戸調査報告書 (平成 12年 2月 )J に加筆 )。
小櫃川沿いには農業用、飲料用の井戸が多 く分布 し、水道水源井戸も多く存

在する。

市町村名 生活用 都市用 工業用 農業用 その他 未利用 不 明 合 計

市原市 71 10 97 73 4 0 18 273

君津市 41 9 11 16 0 2 6 85

合  計 112 19 108 89 4 2 24 358

市町村名 工業用 ビル用 水道用 農業用 その他 計 井戸稼働本数

市原市 3,735 745 18,780 21,736 816 45,812 456

君津市 2,049 83 14,013 6,561 1,793 24,499 185

合  計 5,784 828 32,793 28,297 2,609 70,311 641
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番 号 井戸名 井戸の所在地
稼働

状況

井戸径

(mm)

井戸深度

(m)

揚水量

(mP/日 )

標高

(m)
備 考

Sl 俵図 1号井 君津市俵 田 1416 稼働 300 180 593 30

俵 四 2号井 君津市俵 田 1416 稼働 300 180 908 30

S-3 俵 田 3号井 君津市俵田 1416 体 止 150 180 0 3.0

S-4 俵 田 4号井 君津市山本 17782

君津市向郷 1071

稼働

稼働

200

300

120

160

0 30

S-5 愛宕 1号井 281 50 0

S-6 愛宕 2号井 君津市芋窪 321 稼働 300 95 220 37 0

S-7 愛宕 3号井 君津市愛宕 128 稼働 350 170 232 80 0

も一も 久留里市場 上号井 君津市久留里市場 8757 稼 働 300 170 235 40 0

S-9 久留里市場 3号井 君津市久留里市場 8757 稼働 不 明 不 明 66 40 0 自噴

S-10 久留里市場 2号井 君津市久留里市場 840 体 止 350 150 0 40 0

S-11 久留里市場 (3)号井 君津市寺沢地先 休 止 300 200 0

106

40 0

70 0 自噴S-12 川谷 1号井戸 君津市川谷 6221 稼働 150 250

S-13 山滝野 1号井戸 君津市山滝野 10943 稼働 350 130 399 72 0

S-14 山滝野 2号 井戸 君津市山滝野 1584 稼働 350 90 398 80 0

S-15 山滝野 3号井戸 君津市山滝野 563 稼働 350 110 266 110 0

S-16 大戸見 1号井戸 君津市大戸見 30871 イ家働 300 150 559 105,0

S-17 大戸見 2号井戸 君津市大戸見 32752 像働 300 220 802 110 0

S-18 大戸見 3号 井戸

坂文Hl号井

君津市大戸見 25153 休 止 300 85 0 110.0

S-19 君津市藤林 429 体 止 250 60 0 100.0

S-20 坂畑 2号井 君津市坂畑 112 稼働 350 150 251 l15 0

S-21 坂畑 3号井 諸津市坂畑 354 稼 働 350 190 387 115 0

S-22 蔵玉 1号井戸 君津市蔵玉 8592 稼働 200 75 87 101 0

S-23 蔵玉 2号井戸 君津市蔵玉 1008 休 止 200 80 0 100 0

表 8-4.12 事業実施区域周辺における水道水源井戸と諸元一覧表

表 8-4.13(1)事 業実施区域周辺における井戸と諸元一覧表

番 号 用 途 井戸の所在地
井戸深度

(m)

使用量

(L/分 )

標高

(m)
備 考

W-1 水 田 君津市寺沢上清真崎 200´彰299 30 20

W-2 水 田 君津市青柳字宮前

君津市箕輪沢向

300以 上 不 明 30

V-3 水 田 100-199 10 30

W-4 水 田 君津市富田 口西 50-99 15 30

V-5 水 田 君津市青柳 200-299 不 明 30

W-6 水 田 君津市向郷宇富田 200-299 25 20

V-7 水 田 君津市向郷字富田 200-299 18 20

W-8 水 田 君津市向郷字富田 100-199 28 20

V-9 水 田 君津市久留里市場鵜ノ台 2011-299 50 20

lll-10 水 田 君津市久留里市場 100-199 3m3/日 30 使用量は日当たり

V-11 水 田 君津市小市部 300以 上 20 40

W-12 水 田 君津市小市部字舟木 50ハV99 18 40

W-13 水 田 君津市向郷 100-199 300m3/日 30 使用量は 日当た り

W-14 水 田 君津市久留里大和田 100～ 199 7ma/日 30 使用量は 日当た り

W-15 水 田 君津市久留里 100-フ 199 5 30

W-16 水 田 君津市浦田 200-299 不 明 40
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表 8-4.13(2)事 業実施区域周辺における井戸と諸元一覧表

番 号 用 途 井戸の所在地
井戸深度

(m)

使用量

(L/分 )

標高

(m)
備 考

V-17 水 田 君緯市向郷字孫の台 50～ 99 20 30

W-18 水 田 君津市浦田柳場 50～ 99 20 50

W-19 水 田 君津市浦田大ケ谷 200-299 18 40

V-20 水 田 君津市久留里字大手内 300以 上 30 40

W-21 水 田 君津市浦田 100-199 20 40

V-22 水 田 君津市浦田宮 ノ台 300以 上 200 40

V… 23 水 田 君津市浦田字江袋 100-199 30 40

W-24 水 田 君津市芋窪字大沼 100-199 不 明 60

W-25 水 田 君津市芋窪字外角 200-299 20 60

W-26 水 田 君津市滝野字鹿ノ原 100-199 不 明 80

W-27 水 田 君津市滝野 100-199 不 明 40

W-28 水 田 君津市滝野 100-199 不 明 40

W-29 水 田 君津市滝野 100-199 18 40

W-30 水 田 君津市滝野 200-299 不 明 60

W-31 水 田 君津市滝野 200-299 不 明 40

W-32 水 田 君津市滝野 300以 上 不 明 40

W-33 水 田 君津市滝野 10(l-199 不 明 30

V-34 水 田 君津市滝野 200-299 不 明 50

V-35 水 田 君津市滝野 50-99 不 明 50

W-36 畑 君津市久留里大谷下多田 100-199 37 30

W-37 水 田 君津市久留里大谷明王台 100～ 199 20 40

V-38 水 田 君津市川谷字野合 200-299 50 60

W-39 飲 料 君津市久留里市場 300以上 不 明 30

V-40 飲 料 君津市久留里市場 ※ 不 明 30 ※深度 300m以 上、 どちらか一方

は深度 650m。W-41 飲 料 君津市久留里市場 ※ 不 明 30

W-42 飲 料 君津市久留里市場 670 不 明 30

W-43 飲 料 君津市久留里市場 300以上 不 明 30

W-44 飲 料 君津市浦田 300以上 不 明 30

W-45 飲 料 君津市広岡 143 不 明 30

V-46 飲 料 君津市怒田字池頭 210 90 220 井戸 φ150mm,ポ ンプ ゅ2mm,3,7kw

V-47 飲 料 君津市川谷字長者 178 14 不 明 120

W-48 飲 料 君津市青柳 500 不 明 30

W-49 飲 料 君津市久留里市場 300 不 明 30

W-50 不 明 市原市石塚 220 100 不 明 詳細位置不明

注 1)W47～ 49は平成 26年 12月 に行つた現地でのとアリング結果を示す。
2)W50は 文献で確認 したが、現地で確認できなかった。
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(工 )自 然環境

事業実施区域及びその周辺における降水量の状況は、 「第 3章 3-1 1.気
象の状況」 (p.31～ 5)イこ示 したとお りである。

平成 17年～平成 26年の 10年間の平均年降水量は、君津環境整備センターで
は 2,07911H1/年 、坂畑地域気象観測所では 2,024 mm/年 となってお り、君津環境整

備センターの方がやや多い降水量となっている。月別降水量の年変化は両地点と

もほぼ同様であり、月別では 3～ 6月 の春か ら梅雨期にかけてと9～ 10月 の台風と

秋森期の時期に多く、特に 10月 が多い。一方、1月 と 8月 の降水量は少ない。

(オ )水文環境への影響評価に当たつての調査のまとめ
a,事業実施区域の位置と地形
事業実施区域は小櫃川の支流御腹川最上流部に位置 し、周辺には大福山 (296.3

m)を 最高点とする標高 200mか ら 300mの 山並みが連なる上総丘陵に位置する
(写真 8-4.1(p.845))。 事業実施区域は標高 200m程度の丘陵部であり、
丘陵部を刻む標高 160m程度の御腹川及びそれに流入する多数の枝沢により構成
されている。北西方向に向かって丘陵地は標高を下げ、約 5km離れた久留里地域
では標高は約 40mの水田地帯へと推移する。
b 事業実施区域に分布する地層
上総丘陵には上総層群の地層が分布 し (図 8-4.3(p.847))、 事業実施区
域には梅ヶ瀬層が分布する。事業実施区域の北側には国本層が、南側には大田代

層が分布する (図 8-4.4(p.848))。 梅 ヶ瀬層は岩層により上部層、中部層
および下部層の 3つ に細分 され、またその上位の国本層も岩層によ り、砂勝砂岩

泥岩層、塊状砂質泥岩層、砂勝砂岩泥岩互層、塊状砂質泥岩層の 4つ に細分され
る (表 8-4.1(p.8410))。
c 地層の走行、傾斜、分布範囲
事業実施区域周辺に分布する地層は南西―北東方向の走行を持ち、北西傾斜を

示す。梅ヶ瀬層は上総丘陵地域の地質分布図 (図 8-4.4(p.8-48))及 び周辺地
質図 (図 8-4.6(p.8413,14)に 示 したように南西から北東方向に約 40km、 幅
約 2～ 3kmで分布 している。水文地質的に見れば地下水の涵養域 となっている。
d 事業実施区域周辺の地下水利用状況
事業実施区域では既存の井戸が 2本 (深度 200mと 220m)あ り、増設事業で 1
本掘削する。事業実施区域の北方向に約 lkm離れた場所に福野簡易水道水源井戸

(深度 210m)、 北西方向に約 5km離れた場所に久留里井戸群 (深度約 100m～ 600
m)が ある。
e 想定地層断面から見た地下水利用帯水層の状況
事業実施区域の地表踏査結果 と文献調査、井戸調査を総合的に整理 して、事業

実施区域から約 5km離れた北西側の久留里地区の上総井戸群が見られる方向の想

定地層断面図を作成 した (図 8-4-7(1)(p.8415,16))。 また、事業実施区域
か ら約 lkm離れた北北西側の福野簡易水道水源井戸がある方向の想定地層断面図

を作成 した (図 8-4-7(2)(p.8417,18))。 事業実施区域及びその近辺は涵養
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域に位置 し、利用されている地下水は賦存状況から自由地下水 と想定される。ま

た、久留里地域では浅層部分には自由地下水が賦存するが、その下位の地下水を

利用する井戸には自噴井が多く見られ被圧地下水と想定される。

想定地層断面図から、事業実施区域で改変する地層は梅 ヶ瀬層最上部層、梅ヶ

瀬層上部層であること、上総井戸群は深度が約 100～ 600m(表 8-4.12～

13(2)(p.8438,39))で あり、利用 している地下水を胚胎する地層は梅ヶ瀬層最

上部層、その上位の柿ノ木台層中の帯水層であること、福野簡易水道水源井戸 (深

度約 210m)が利用 している地下水は梅ヶ瀬層最上部層であることが想定される。

一方、増設事業で計画 している地下水取水井戸は梅ヶ瀬層中部層に胚胎する地下

水を取水する予定である。福野簡易水道水源井戸並びに久留里井ゲ
ヨ群が利用する

梅ヶ瀬層最上部層、柿ノ木台層に胚胎する地下水とは異なる帯水層であると想定

される。

*賦存…地下水が潜在的に存在していること、胚胎…地層が地下水をふくむこと

f 事業実施区域の地層分布状況と増設事業での掘削等の改変状況

事業実施区域で実施 した地表踏査 と地質ボー リング調査に基づき、事業実施区

城における地質層序 (表 8-4.2(p.8419))並 びに地質平面図 (図 8-4.8

(p.8420))及 び事業実施による地層の改変及び埋立完了想定線を重ね合わせた

地層想定断面図 (図 8-4.9(1)～ (6)(p.84-22～ 27))を 作成 した。

この、地層想定断面図から事業実施区域での増設事業での掘削等の改変は梅ヶ

瀬層最上部層、梅ヶ瀬層上部層であることが分かる。

g,関東地下水盆と地下水の流動方向

事業実施区域は関東地下水盆の涵養域に位置 し、地下水位分布図にも示される

とお り北～北北西に向かつて地下水位が低 くなっていることから事業実施区域を

起点 として。地下水の流動方向を見ると北～北北西へ流動 している (図 8-

4,12(p.84-30)、 図 8-4.13(p.8-4-31))。

h 地下水の流動区分
地下水盆中の地下水の流動は、地下水盗の水文地質構造の規制を受けつつ、地

下水ポテンシャル (=重カポテンシャル +圧カポテンシャル)の 高い方から低い

ほうへ向かつて流動する。この流動の概念は流動の規模により広域的流動系、中

間的流動系、局所的流動系に区分される (表 8-4.4(p.8429))。

地下水流動の区分から事業実施区域が位置する上総丘陵地帯の涵養域から束

京湾までの地下水流動は広域流動系と考えられる。事業実施区域 と約 5km離れた

小櫃川付近では周囲よりも地下水位が低い状態 (図 8-4.13(p.8431))で あり、

丘陵部から河川部への地下水の流動が想定される。 この地下水流動は事業実施区

域と小櫃川付近 との関係からみると、中間的流動系 と考えられる。事業実施区域

は標高 200m程度の丘陵部に位置し、丘陵都を刻む標高 160m程度の御腹川及びそ

れに流入する多数の枝沢から構成されている。事業実施区域に近い地下水の流動

方向は、梅ヶ瀬層の傾斜方向である北北西から北西を示す と想定されるが、河川

沿いの崖錐により不連続 となる箇所では河川に向かつて地下水が流出すると想定

される。このように崖錐等の地形に規制される地下水流動は局所的流動系と考え
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られる。

(2)予  測
ア 予測事項
水文環境に係る予測事項は、以下のとおりとした。

・地下水涵養域の改変による地下水位の変化の状況
・地形の改変による地下水脈の分断

・地下水の汲み上げによる地下水位の変化の状況

・地下水利用地点における地下水水質の変化の状況

イ 予測の手法
(ア )予沢1法
a 地下水涵養域の改変による地下水位の変化の状況
対象事業の実施による土地利用の改変状況から、地下水の涵養域の変化の程度

(面積・深 さ)を把握 し、周辺の地下水利用地点における地下水位の変化の状況
を予測 した。

b 地形の改変による地下水脈の分断
地形、地質調査結果から地下水脈が推定される場合は、土木工事等による地下

水脈が分断の程度について、水文地質断面図等を作成 して予沢1した。

c 地下水の汲み上げによる地下水位の変化の状況
地下水利用計画に基づく揚水量、揚水位置等から周辺の地下水利用地点におけ

る地下水位の変化の状況を予測 した。

d 地下水利用地点における地下水水質の変化の状況
水文地質及び地下水流動系の解析結果に基づき、広域及び事業実施区域周辺の

地下水利用地点における地下水水質の変化の状況を予沢1し た。

(イ )予 測条件

水 文環境 に係 る影 響 を予測 す るに当た り、 予測 に必 要 な情報 を表 8-
4.14,15(p.8445,46)に 整理 した。

表 8-4.14 事業実施区域における土地の改変状況
項  目 内 容 参考図表番号 頁

事業計画
改変区域 図 8-4.8 p,8-4-20

改変断面 (切 土・盛土、埋立地 ) 図 8-4-9(1)― (6) p.8-4-22-27
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項  目 事業実施区域
事業実施区域周辺 参照図表番号

(買 )福 野 長者 久留里

熊 寸

地質

地  質

表層地質

梅ヶ瀬層

最上部層

上部層

国本層 下部 国本層 柿 ノ木台層

中・深層

地質

柿ノ木台層

国本層 国本層 国本層

梅ヶ瀬層 権 ヶ瀬層 梅ヶ瀬層 梅ヶ瀬層

太 田代層 太田代層 太田代層 太田代層

井  戸 深  度 220m 210m 178m 300m,500m,670m

帯水層

梅ヶ瀬層中部層
梅 ヶ瀬層

最上部層
国本層

国本層
梅ヶ瀬層
最上部層

自由地下水 自由地下水 自由地下水
自由地下水・

被圧地下水

関東地

下水盆

位  置 南  部 図 8-410
(p 8-4-28)

図 8-411
(p.8-4-29)

表 8-4.4

(p 8-4-29)

図 8-413
(p.8-4-31)

流動系

浅層部

局所的流動系 局所的流動系 局所的流動系 局所的流動系

谷・沢方向の流

れ

谷・沢方向の流

れ

谷・沢方向の流

れ
徐・沢方向の流れ

中・深層部
中間的流動系

北西方向の流れ

表 8-4.15 地区別、水文地質及び地下水流動系に関する条件

図 8-4.6

(p.8-4-13,14)

図 8-4,7(1)

(p.8-4-15,16)

図 8-4,7(2)

(p.8-4-17,18)
図 8-4 8

(p 8-4-20)

図 8-4.9(1)～ (6)

(p.8-4-22～ 27)

表 8-4.2

(p.8-4-19)

表 8-43
(p.8-4-21)

ウ 予測地域
予測地域は、調査地域と同様とした。

工 予測地点
予測地点は、事業実施区域周辺及び久留里地区の地下水利用地点とした。

なお、前者に関しては、事業実施区域から北方向に約 lkm離れた福野簡易水道水

源井戸を対象 とし、予測は局所的流動の範囲とした。後者に関 しては、事業実施区

域から北西方向に約 5km以上離れた久留里周辺を対象 とし、予測は中間的流動の範

囲とした。

オ 予測対象時期等
予測時期は、工事の実施による地下水位への影響が最大になる時期及び供用後の

定常状態になる時期 とした。

力 予測結果
(ア )地下水涵養域の改変による地下水位の変化の状況

事業実施区域は、降水が地表面から浸透 し地下水 となる地下水の涵養域である。

この地域の地下水は自由地下水であり、概ね梅ヶ瀬層の北西～北北西の傾斜方向

に沿つて流動 し、谷・支沢に規制 される局所的流動系を形成 している。地下水面

は、谷・支沢の底面高より 10m程度下にある (表 2-3-4.27(p.253))。
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事業実施に伴 う改変の規模 (埋立地面積)は 8.5haで あ り、改変 (掘削除去 )
される地層の厚 さは最大 80mほ どであるc掘削除去される土量は、ほぼ 230万 ポ
である。掘削除去の対象となる地層は、梅ヶ瀬層最上部層 (SsO層 、Ssl層 )、 梅

ヶ瀬層上部層 (Ss2層、Altl層 )で ある (図 8-4.8(p.8420)、 図 8-4.9
(1)～ (6)(p.8422～ 27))。 この改変は地下水涵養域の減少 となる。この減少
は埋立物をr呆境から隔離する遮水工の設置により、埋立地が涵養域から流出域に

変化することによって生 じる。

事業実施区域及びその周辺区域に分布する梅 ヶ瀬層最上部層及び梅ヶ瀬層上

部層に対する改変の規模は、事業実施区域周辺には広く分布する梅ヶ瀬層の規模

(図 8-4.6(p.8-413,14))に 対 してごく小規模である。
埋立地造成に伴 う涵養域の減少はその規模が小 さいことより、局所的流動系と

して考えられる範囲の地下水位には影響をほぼ与えないと予測される。 したがっ

て、より広い範囲である中間的流動系として考えられる範囲の地下水位にも影響

を与えることはないと予淑Jさ れる。

(イ )地形の改変による地下水脈の分断
事業実施区域における地形の改変の内容については、前項に示 したとおりであ

る。埋立地造成に伴 う掘削が、地下水脈 (帯水層)の分断をもたらす状況を図 8-
4.9(1)～ (6)(p.8422～ 27)に 示す。それ らの想定地質断面図には、埋立地の
造成は掘削により Ms2、 Ss2、 Altl、 Msl、 Ssl、 MsO、 SsO層 が分断されることが示

されている。

事業実施区域から北へ約 lkmに福野簡易水道水源井戸 (局所的流動系の範囲 )
がある。井戸深度 (図 8-4.7(2)(p.8417,18))か ら、取水 している帯水層は
梅ヶ瀬層最上部層である。掘削に伴い梅ヶ瀬層最上部層 (SsO層 )の 一部が分断
されるが、分断されるのは SsO層 の下部の一部である。SsO層 の分断の規模と SsO

層の分布規模の比較により、SsO層 下部の一部の分断が福野簡易水道水源井戸の

水位及び地下水質に影響を与えることはないと予測される。

さらに北側にある長者簡易水道水源井戸及び川谷 1号井上水道水源井戸の取

水 している帯水層は、国本層の砂勝砂岩泥岩互層である (図 8-4,7(2)(p.84
-1訂 ,18))。 地形の改変により分断 される帯水層は上述のとお り梅ヶ瀬層最上部

層であ り、地形の改変が両水道水源井戸の水位及び水質に影響を与えることはな

いと予測 される。

北西方向に約 5km以上離れた久留里地区の飲料用井戸等 (中 間的流動系の範囲 )
の帯水層は、国本層の砂勝砂岩泥岩互層及び梅ヶ瀬層最上部層である (図 8-4.
7(1)(p.8415,16))。 地形の改変により分断される帯水層は上述のとおり、梅
ヶ瀬層最上部層 SsO層 の下部の一部及びそれ以深の帯水層であり、地形の改変が

この地区の井戸の地下水位及び地下水水質に影響を与えることはないと予測され

る。
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(ウ )地下水の汲み上げによる地下水位の変化の状況

事業実施区域内では、既設管理棟における生活用水、管理道路及び林道の散水

として井戸水を活用 している。井戸の吐出日はφ25mmで あり、揚水量は最大 150

だ/日 程度である。今回の増設事業においても、同程度の規模の井戸を追加整備す

る計画となつている。

既存の井戸の取水帯水層は、図 8-4.7(1),(2)(p.8415,16～ p.8417,18)

より、梅ヶ瀬層中都層である。追加整備する井戸についても同一の帯水層で取水

する。事業実施区域より北側に分布 している井戸の取水 している帯水層は、国本

層から梅ヶ瀬層最上部層であること、梅ヶ瀬層最上部層の下位にある泥岩優勢層

(Msl層 、Ms2層 、Ms3層 :各層 とも厚さ約 10m)の難透水層が分布 していること

から、増設 した井戸の揚水が事業実施区域周辺の地下水位を低下させることはな

ヤヽと予測される。

(工 )地下水利用地点における地下水水質の変化の状況

標高 200m以 上の事業実施区域を一つの頂点とすると、 「五.関東地下水盆に

おけるナT`下水流動 |(p.8428～ 31)に示 した観点から、北北西方向に位置する

福野簡易水道水源井戸は局所的流動の範囲となり、北西方向に位置する久留里地

区の井戸は中間的流動の範囲となる。事業実施区域に賦存する地下水は地下水ポ

テンシャルが高いことから水文地質構造に規制されつつ、局所的流動 と中間的流

動により福野集落及び久留里地区へ向かつて流動する (東京湾に向か う北西方向

の流れ )。 この流動は、想定地質噺面図に示 したように各地層を媒体とした流れで

ある。

(ア )～ (ウ )に おいては地下水位及び地下水質に与える影響を要因別に予測

したが、ここでは埋立地と埋立廃棄物を要因として地下水利用地点における地下

水水質の変化を次のように予測 した。

埋立地の造成は掘削により Ms2、 Ss2、 Msl、 Ssl、 MsO、 SsO層 の分断をもたら

す。 しかし、掘削による造成の後、埋立廃棄物を周辺環境から隔離するために地

層の分断面 (掘削面)は底面 8層 、法面 7層から構成 される遮水工により覆われ

る。地下水の涵養源である雨水は埋立中の廃棄物には接触するが、埋立地内で保

有水 となり浸出水処理施設を通 して場外に排出される。また、増設事業では地下

水の保全対策を環境配慮方針 として掲げている (p.21,2)。 保有水の漏水を防ぐ

対策の基本は、埋立地に保有水を貯留 しないことである。第 I埋立地の保有水の

滞水による総水を生 じさせたことを踏まえ、第Ⅱ埋立地では埋立地内の俳水機能

を強化 し、保有水の場内での滞留を防ぎ、水位上昇が生 じないよう改善策を講 じ

た (埋立容量の約 10%の 場内貯留とい う排水強化策の効果を確認 している (図 2

-3-4.26(p.263))。 増設事業は、その改善策を継承するとともに更なる強化策

を講ずる計画である。これ らにより保有水が地下浸透することはなく、局所的流

動であれ、中間的流動であれ地層を媒体として地下水の利用地点に到達すること

はない。なお、掘削による梅ヶ瀬層最上部層 (SsO層 )の分断面は埋立地の外部

に あた り遮 水 工 は敷 設 され ない こ とに な る (図 8-4.9(1),(2),(4)～

8-4-48



(6)(p.8422～ 23,25～ 27))が 、この分断面 (掘削面)は厚層吹付などを施 して
維持管理する。

以上より埋立地の造成が地下水利用地点における地下水水質に影響を与える

ことはないと予浪1さ れる。

(3)環境保全措置
事業の実施に伴い事業の計画段階で講ずる環境保全措置、調査及び予測の結果に

基づき講ずる環境保全措置は以下のとお りである。

ア 計画段階で配慮 した環境保全措置
・埋立地内の排水機能を強化 し、保有水の場内での滞留を防ぎ、水位上昇が生 じ

ないようにする。

・埋立地底部には 8層 、法面部には 7層 の遮水工を敷設 し、土堰堤の内側法面、
底面ともに二重の遮水シー トを敷設 し、浸出水による地下水の汚染を防止する。
・埋立地底部及び法面部に漏水検知システムを整備 し、遮水シー トの破損等を速

やかに把握する。

・遮水シー ト下部に自己修復シー トを敷設 し、漏水箇所を高分子ポ リマーにより

速やかに修復 させる。

・埋立初期及び法面部に近いところでの埋立作業は、遮水シー トを破損 しないよ

うに慎重イこ行 う。

・事業実施区域内では、涵養能力に関係する森林の伐採が伴 うため、造成森林、

造成緑地などにおける保水性の良好な樹種の植栽、適正な樹林の管理等を施す

等の対策を図る。

イ 調査及び予測の結果に基づき請ずる環境保全措置
現地調査及び影響予沢1の結果、周辺井戸における地下水位及び地下水水質に対す

る影響はないと予測されたが、最寄りの水道水源に対する安全性を確認するため監

視する。検討結果は表 8-4.16に示す とお りである。

表 8-4.16 水文環境に係 る環境保全措置の検討結果
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の
存
在
等

(4)評 価
ア.評価の手法

環境保全措置の実施方法、効果、当該措置の実施に伴い生ずるおそれのある環境

影響について検討 した結果、事業者により実行可能な範囲内で対象事業に係 る環境

影響ができる限 り回避 され、又は低減されているかどうかを検証することにより評

価 した。

イ.評価の結果

本事業で実施する県境保全措置として、埋立地内の排水機能を強化 し、保有水の

場内での滞留を防ぎ、水位上昇が生 じないようにする、埋立地には遮水工を敷設す

るとともに、漏水検知システムを整備 し、自己修復シー トを敷設することなどから

対象事業に係る環境影響が回避
。低減されて、環境の保全についての配慮が適正に

なされているものと評価する。
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8-5 騒 音

1.施工時
(1)調  査
ア 調査すべき情報
(ア )騒音の状況

調査項 目は、建設機械の稼働に伴 う騒音の影響、資材等運搬車両の走行に伴 う

騒音の影響を検討す るため、以下の項 目とした。

・環境騒音 (等価騒音 レベル :LAcqヽ 時間率騒音 レベル :LA5)
。道路交通騒音 (等価騒音 レベル :LAcqヽ ピ~ク 騒音 レベル :LAnax)

なお、環境騒音については、事業実施区域周辺には民家等が存在 しないが、大

福山及びその周辺は自然 との触れ合い活動の場 となってお り、大福山、自然歩道

の利用者等にとって造成工事等に伴 う騒音の影響が懸念されるため、調査、予測

及び評価を行 うものである。

(イ )土地利用の状況
騒音に係る環境基準の類型をあてはめる地域の指定などを把握するため、都市

計画法に基づく用途地域の指定状況、道路、鉄道、学校、医療施設、工場・事業

場、住宅等の土地利用状況を調査 した。

(ウ )社会環境
騒音の発生源の分布及び発生の状況、自動車交通量等の状況、騒音に係る苦情

の発生状況を把握 した。

(工 )法令による基準等
環境基本法に基づ く騒音に係る環境基準、騒音規制法に基づく規制基準、要請

限度及び君津市環境保全条例に基づく規制基準等を調査 した。また、環境基準の

類型、騒音規制法に基づく騒音規制区域の指定状況等を調査 した。

イ 調査の手法
(ア )文献調査

文献調査は、 「H13生活環境影響調査書」、「H21環境影響評価書 J、 君津環境整

備センターが行っている騒音モニタジング調査結果等を収集、整理することによ

り行った。

(イ )現地調査
騒音の淑1定 は、「騒音に係る環境基準について」 (平成 10年 環境庁告示第 64

号)に 定める測定方法によった。
騒音、自動車交通量等の測定方法は、表 8-5,1に 示すとお りである。
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調査項 目 沢」定方法

騒音 レベル

計量法第 71条 の条件に合格 した 「普通騒音計」を使用 して JIS Z 8731
「環

境騒音の表示・測定方法Jに 準拠 し測定した。マイクロホンを地上高 1.2mに

設置 し、騒音計の周波数重み特性を A特性に、時間重み特性を F(FAST)に 設定

して 10分 間隔で 24時間連続測疋
~し
た。

測定は、環境騒音は事業実施区域の敷地庫見
‐
界線上、道路交通騒音は道路敷地

境界線上で測定 した。

なお、調査地点 4の ピーク騒音 レベルの測定は、廃棄物搬入車両を対象に し

た

自動車交通量
数取器を用い車種別・方向別交通量を lH寺間単位で測定 した。車種区分は、

3車種 (大型車・小型車・自動二輪車)と した。

方向別に各時間帯 10台 の 自動車走行速度について調査 した。自動車走行速度

表 8-5,1 騒音、 自動車交通量等の測定方法

ウ 調査地域
現地調査の調査地域は、環境騒音については事業実施区域及びその周辺約 200m

の範囲とした。道路交通騒音については資材等運搬車両の走行ルー トの道路端から

約 100mの範囲とした。

文献調査の調査地域は、君津市及び市原市を対象と 1/々 。

エ 調査地点等

環境騒音の現地調査地点は、表 8-5.2及び図 8-5,1に 示す とお り、事業実施

区域の敷地境界 (自 然歩道含む)に 3地点 (地点 A～ C)設定 した。

道路交通盤音の現地調査地点は、表 8-b.Z及び図 8-5.2に 示Jと お り、資材

等運搬車両の走行ルー トである林道、市道及び国道に設定した。

表 8-5.2 騒音調査地点

項 目 調査地点 備  考

環境騒音

A 敷地境界 (自 然歩道 )
大福山、養老川 自然歩道等を利用するハイカーヘ

の影響を把握するために設定。

B 敷地境界 (北東 ) 林道大福山線を利用するハイカーヘの影響 を把

握するために設定。C 敷地境界 (南東 )

道路交通

騒音

1

2

林道戸面蔵玉線

沿道から約 15mの ところに民家が 1軒存在 して

お り、資材等運搬車両及び廃棄物搬入車両の走行に

伴 う影響を把握するために設定

君津市道 (福 野 ) 沿道に集落が分布。

3 市原市 i萱 85号線 (石塚 ) 沿道に集落が分布∩

4 市原市道 85号線 (菅 野 ) 沿道に集落が分布。

5 林道坂畑線 (保育園付近)
静穏な環境が特に必要とされる施設 (保育園)ヘ
の を把握するために設定。

6 国道 465号 (稲 ヶ崎 ) 沿道に集落が分布。
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オ 調査期間等
(ア )文献調査
文献調査は、経年変化が把握できる期間とし、原則 として直近の 5年間 (平成
22～ 26年度)と した。

(イ )現地調査

現地調査の実施時期は、表 8-5.3に 示す とお り、年 1回 、平日を対象に 24
時間連続測定 した。

環境騒音については埋立機械が稼働 している平 日に行った。なお、虫やカエル

等の声の影響を避けるため、これ らの小動物の活動期を避けて行った。

表 8-5,3 騒音等調査実施時期
調査項 目 調査 日 調査地点

環境騒音 平成 25年 2月 20日 (水 )7時 ～21日 (木 )7時 (24 HttF日弓) A～ C

道路交通騒音

自動車交通量等

平成 26年 12月 11日 (木 )22時 ～12日 (金 )22時 (24時間 ) 3、  5、  6

平成 27年 2月 9日 (月 )22時～10日 (火 )22時 (24時 間 ) 1、  2、  4
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